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In recent years， We are recognized that peoples have intresting especially for the 
health. Clothing， eating， and residence are foundamental conditions for the human life. 
Peoples have kept healthy life as a result of filing these conditions. In the countries which 
keep these conditions sufficiently， itstil remained the problem that how to improve the level 
of peoples living life， and promote the health. Through al ages and countries， the longevity 
is a common desire for al human beings. 
As a way of it， there is a pursuit for health by sports activeties. 
Japan is top of the long life country in the world， stil more， peoples are concerned with 
healthy long life， especially among the middle and the old aged. In these peoples， the 
participation of sports activities are remarkable. It shows the total figure of economy， cul-
ture， medicine， science. 
The lOthe world Veterans' Athletic championships Miyazaki J apan was held on October 7 -17 
in 1993. This event purposed to promote the sports activities for the middle and the old 
aged. 
The purpose of this study is to investigate the international sports events for the middle and 
the old aged， and to accurate its substance. 
緒 E司
毎年厚生省より人口動態の統計が発表されているが，各項目で改善が目立つ中で寿命の伸びはきわだっている.
男性76.57歳女性82.98歳と，世界ーの数値となって久しい.敬老の日を前に発表された 100歳以上の人口も，
男性 1255人女性5123人となっている.この数も毎年増加の一途で， 31年前と比べ， 1963年度 153人で， 42倍
の伸びとなっている.一方死亡率等は，医学・薬学・衛生・食糧事情等の好転で改善されている.一生が長くな
ると，如何に健康で長生きするかが問題となってくる.長生につれて羅病する割合も増えてくる.単なる人生の
長さだけでは，苦痛の長さとなる危険性もある.身体活動による，体力・健康の維持増進といった事が，併行し
てクローズアップされてくる.近年中高年者のスポーツ活動への参加は，目覚ましいものがある.行政も積極的
に支援して一般市民対象のスポーツ行事が，各種各様に催されている.中高年者が，喜々としてスポーツ行事に
参加する表情は人生の幸せの極で、あろう.又，一方商業ベースでは，体力づくり施設も華やかで，エアロピック
・プール・テニス・トレーニングジム・ミニゴルフなど各種林立している.この様な目的の一環として，中高年
者対象の陸上競技大会が実施されて久しい.各都道府県単位の大会が充実して，ブロックの大会から全日本大会
へと発展している.
???
(器産 灘)
間内大会の充実から国際大会への飛躍をみて，アジア地区大会・世界大会も充実整備されている.
1993年 10月広昌本の宮崎県で，第 10回世界ベテランズ睦上競技選手権大会が開催された.アジア地区で初め
ての関樫であったが，盛大に挙行された.この大金について参加の実情を調査研究し，現状を明確にしたい.
研究調査の内容
調査対象…一.THEI0thWORLD VETERANS' ATHLETIC CHAMPIONSHIPS MIYAZAま1JAPAN 
調査期日…ぃー1993年 10月7日'"'-'10月17日
鵠査場所……MIYAZAKIPREFECTU京ALSPORTS PA哀K
競設要項・…一女子35歳以上・男子40議以上の者が， 5歳きざみで、分れて競技する.
女子は35'"'-'39裁の者が， W35として競技する.
男子は40'"'-'4畿の者が， M40として競技する.
共通競技種自・一…100m，2∞m， 4oom， 800m， 15∞m，5∞伝n，1∞OOm， 400mR， 16∞mR， 80mH， 
100mH， 300mH， 400mH， 2000m襲撃審物(S'C)，10Kmグロスカントリ…(C'C)，5000m競
歩(T'W)，マラソン(MARA)，棒高跳(p.V)，走高跳(H'J)，ヌ長輔跳(L'J)，三三設跳(T'J)，
砲丸投(S'p)，円盤投(D'T)，捨投(J'T)，ハンマー投(目的，重量5種(W.p)
男子種目….300伽1障害物(S.C)，20ぬn道路競務(R.W)，10種競技(DECA)
女子種自…・一10ぬ沿道路競歩(R.W)，7種競技(HEPT)
結果と考察
1.参加盟と菌剤競技参加者数
若人の祭典として，全世界が控話するスポーツ行事fオリンピック大会」が，古代・近代と永い括統を築いてい
る.近代の大会でも 1896年に第 1回大会が開かれてから， 4年に 1震の際議で現在までに査っている.設界ベ
テランズ陸上競技選手権大金は， 1975年にカナダのトロントで第1由大会が開かれ 1400人の参加をみて，以後
2年に 1叢の隣穫で 1993年第 10田宮崎大会78ケ菌 12000人の拳加をみている.大会の普及発展ぶりは加速度
的である.この大会の基盤としては，各閣内での各種大会が充実して霞祭大会へと発展しているものである.ス
ポーツによる鰹康・体力の維持増進の顕いは根強いものがある.時常の生活が落ち着くと，生活の余裕から吉日
の生きがいに限がむけられ，健康・体力の維持増進として，生きがし、として，趣捧として，人生の党実として実
施される様になる.
大会に委主加するための費用は全て自己負担であるので，世界各国からの参加は競技者にとって家庭生活の上で
大きな負担の金額で，経費の負強は大きいものであるー又，大会は急速に普及して規模も大きく在っているので
11日と長期になり，職業をもっている者むとっては，簡単に大会の為広休暇を取りにくい.これらの関親を上
回ってそれ以上の価穫をこの大会参加に見いだしているのであろう.単に身体面だ吟に終わらず，新しい見開・
観光・交友といった醤の効果も大きい.参加盟・参加者の多少を見ることによって，文化・政治・経済等安広く
含めた先進閣といわれる一端をみることができる.開催皆宮本が，最も参加者が多いのは納得できる.自器開催
の為，費用・時間の負担が少ないので，参加しやすいのは当然であろう.参加者の多いs聞に，日本・独・米・イ
ンド・オーストラリア・英・ブラジノレ・台湾・フィンランド・南アフリカ・ニ品ージーランド・カナダーロシア
‘スウェーデン・イタリア・仏があげられる.世界的に，先進翻といわれる国が含まれ重なっている.やはち経
済力に裏付けされた事を，知突に示している参インドの参加状況には特徴がある.アジア地区における掲種のア
ジアベテランズ霞上競技選手権大会には，けっして多いとは言えない(1).レベルの高い務上の世界大会には，
念、に議参加者が増えている.開催地日本が，同じ地区で近いこともあるが，世界規模の大会での交誼・他民挟との
交流など，何か詩的があるのかと思わせる.ブラジノレは，移民等で日系人の多い国であり，第二の吉震でもある.
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その様な関諜で院本を訪ねてみたい，互江藤の人々を訪おたい，発展した日本を訪ねたいといった意思が強いよう
である.フィンランド・スウ且ーデンの北欧も参加者が多い.蕗自の大会を開催したわはスウェーデンである。
揺社属家と雷われる国々であるが，人生の生きがいといった意識が強いと誰察される e 南アフリカは，この大会
に初参加であるが多いのに欝かされる.永らく政治上の問題から，世界のスポーツ界と交読を閉さ令されていたの
で、あるが，器際舞台復婦と共にこの大会へも登場している.アフリカ地区の生活向上と相撲って，この種の大会
も開催される様に轍い，南アフリカがりーダ一的存在になる事を願うのである.ロシアも初参加で為る.員の再
編など政治・経済上の問題を抱えた酷であるが，この大会に参加できる余替をもっ事は喜ばしいと思われる.世
界の六大畑からみて，関擢舗の近さから経費・時間的にはアジア地区が負担が少なくなるので，参加者が増えて
も良いかと患う.
男女の割合でみると，男子82.1%女子 17.9%である.男性にとっては，一家の主人として大会参加の為長期
時家を明ける事・経費の負担・蟻場を明けにくい等の問題もある.しかし鰭購-体力の維持増進は，それ以上
に大切であると意識している様である.金議・時期を投資してより人間性を追求したし、との考えがあらわれてい
る.職場は，有給休暇等の利用で理解を得ているようである.女性の場合一家の守りとして，家農を明けにくい
ものである.家事・ 7寄克は，一時も手を離す事ができない.男性よりも家を明けにくいと一般に考えられる.参
加者の中には，夫婦掠って出場している人もいる.時じ趣味を末永く実施でき，共通の話題がもてる，一緒?と外
菌旅行をして見開を広め，観光・交友などできると，理想的な参加形態であると思われる.家族知人等のグルー
プで，名所・!日芸春の観光も組み入れたら，気分的に余裕のある旅行となるー尚，大会本部も，その辺の事構も考
憲して，期間半自単位のパス観光旅行コースを予定している.参加者の競技予定にあわせて，競技のない自など
気分転換の為にも利用しても良い.又，大会本部は，期間中競技を実施しない誌を設けて徐養誌としている.そ
の臼に学会を開寵しているが，学術的交流や情報交換え主どもできて良い企舗である.又，選手間の鴎標的交流的
場ともなるので，大変有意義である.
2.年齢別参加者
男女によって競技参加年齢が違っているのでいちがし、に比較はできない.男子で、みたら，最も表い年代40才
代の参加者が最も多く，年代が高くなるにつれて参加者が減少している.女子と向乙様に， 35才ftと若い年代
があったら，もっと多い参加があるのではないかと思わせる状態である.競技スポーツ経験者であると，一般的
に20代で競技者としてのスポーツは終わるが， 10数年して体力低下を意識し，スポーツ記よって健謙・棒力の
維持・増進と行動を始める年代でもあるので，参加が多いのも額ける.競技スポーツの経験者でなくとも， 20 
ft 30代は職場において仕事一筋の生活で，趣味娯楽等に対して時間的に構力的になかなか手を出しにくい.そ
の様な状況で健喪問題が後罰しにされ，ひとまず職業も確立して一段落すると，龍撲の問題・体力態下・運動不
定など，寄応なく意識させられる時期で為る.
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一方金銭的な面を考えると，スポーツに要する費用・遠征等家庭における出費も問題であろう.子育の時期を
考えたら，第 1子が小学校高学年から中学生と考えられ，子供の成長につれて学業の為の出費も増え出すころで
ある.自分の健康あっての一家の主であるので，そういった考えと併せて趣味健康も大切にしたいとの意思をみ
る事ができる.後年代を追って減少している.日本人男性の寿命が76.57歳である事を考えると，端的に比較し
て，その様な年代で自分の身のまわりの事が自分で出来，外国旅行が出来て， トレーニングが出来て，その上に
競技が出来る事は，健康上の大変な悦びである.高齢者の健闘ぶりをみると，身体的に負担が大きいと考えられ
る10kmクロスカントリー M80に3ヶ国 8人M85に1人M90に1人，更にマラソンに挑戦されているのに
M803ヶ国8人で， 6時間 13分で完走されている.20Km道路競歩M80には4ヶ国4人，女子でみるとlOKm
道路競歩にW80に，外国の方1人挑まれている.マラソンでみると W653ヶ国7人， W70では2ヶ国2人で5
時間26分で完走されている.いずれも，その健康度・体力度を考えたら，選手のみならず中高年者の目標とな
る羨ましい例であろう.又，この様な年齢で挑戦される意欲には，ただ感心させられるのみである.
3.競技種目別参加者
中年高年者が，健康を目的としてスポーツをする場合，加齢に伴う体力低下といった現実がある.その状況で
目的に合致した種目がある.持久的な競技種目が最適であろう (2)(3).体形的変化・筋力低下等で，瞬発力を必
要とする競技は身体的負担が重くなるので，不向きになる傾向がある.男子で参加の多い種目順にみるとマラソ
ン・ 10kmc.c.l00m.5000m・200m'1500m .走幅跳・ 400m'10000m・砲丸投・ 800m'円盤投・槍投.5000m競歩
・三段跳・走高跳で，女子ではマラソン・ 100m.10Kmc. c .砲丸投.200m・5000m'円盤投・槍投・走幅跳・
800m.1500m・5000m. 400m .ハンマー投・ 10KmR.W.走高跳.l0000m .三段跳である.
この大会の参加者で，最も目につくのはマラソンである.参加者の 35.3%の人がマラソンに出場されている.
この数値は非常に高い.前固までの大会では 17%前後である.2番目に関連種目lOKmクロスカントリーが 13.
2%， 3番目に 100m8.6%と続いている.これは現代風潮として，日本では特に健康に対する意識が急に高まっ
ている.公害・住宅事情・食品問題・成人病・通勤事情・勤務条件等の問題で，今日ほど健康が脅かされている
時はない.疎外された人間生活から，人間性を取り戻そうと個人生活を見直す風潮が非常に強い.その一つで，
健康の追及といった考えがある.中高年老若男女一般の人が，スポーツをするのが物珍しい時代から，今や当り
前の時代となっている.健康産業といった，商業ベースにのって繁昌している現状である.その中で，ジョギン
グは，誰にでも手軽にでき現在はジョギングブームといって良い.健康を目的としたジョギング大会は，全国至
る所で実施されている.その様な実情の中でランニングの世界大会という場，ましてや圏内で開催されるという
事で参加者が急激に増えたと思われる.日本人の参加者が多いのであるが，現在は一般市民の間で‘健康マラソ
ン'と称して，さまざまな距離での長距離レースが，ロードレースとして全国至る所で実施されている.競技ラ
ンナーでなくとも，潜在的持久走愛好家が多いのは，街中・川原・公園等をみると，ランナー・ジョガーが目に
つくので納得できる.それらの人々が，権威ある世界大会に少ない機会を捕らえて挑戦したいと Lて，一念発起
して参加している.又，行政側の積極的な支援もあって，他種目より傑出した参加者数となっている.
次にクロスカントリーが多い.日本では馴染みが薄いが，外国では良く実施されている.野山を駆け巡るといっ
たものである.競技場外レースで自然、を満喫できて自然、の景色の変化がある.マラソンの関連種目として兼ねて
出場している. 100mは脚部に故障をきたしやすいのであるが，人気の高い種目である.短い距離を全力で疾走
するのは，人間の運動本能であると思われる.走幅挑は，その関連種目といった事で、実施されている.用器具を
必要とする種目ほど，手間暇をとるので実施しにくく，参加者が少なくなるのも領ける.用器具の揃った競技場
で， トレーニングする人の割合は低いので，実施者が少なくなるのは当然である.さらに加齢と共に全般的筋力
低下に加えて，体重増加等の身体的条件の変化といったことで，競技に不適な要素が増えていくので，競技者も
少なくなると指摘できる.投榔競技では， トレーニングに於いて練習の場が重要になってくる. トレーニング効
果・安全面を考えると手軽にどこでも実施するわけにはし、かない.広さが確保できる場所がないと当然、競技者も
減る.一方筋力強化を考えると，最近では， トレーニングジムが公共で民間で数多く開設されていて，それがト
レーニングの一環に利用されている事が面談の中でうかがえた.
?????
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Table 2. Event Age Participant (Man & Womam) 
込f 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 T 
100m 154 100 107 114 106 83 43 30 22 7 767 
200m 98 60 69 72 70 48 28 19 12 5 482 
400m 50 45 49 55 51 29 22 19 8 6 1 335 
800m 52 44 54 41 41 24 22 16 10 3 308 
1500m 76 53 61 52 45 26 25 16 13 5 373 
5000m 103 91 107 67 66 53 33 13 12 2 548 
1∞OOm 42 46 60 52 43 31 25 9 6 316 
80m封 9 7 6 22 
100m詰 17 22 15 18 72 
11伽nH 19 14 33 
300m自 20 18 9 5 2 54 
40伽nH 18 13 12 15 58 
200街nSC 18 13 10 3 2 46 
300仇nSC 15 14 11 20 60 
1OKmC.C 350 289 270 179 124 71 40 19 8 1 1352 
5000mTW 26 22 35 39 33 21 1 10 6 2 205 
20胎nR.W 15 12 33 29 22 13 8 3 4 139 
MA艮ATON 1379 959 835 512 225 116 58 14 8 4106 
P.V 1 12 17 1 21 12 10 4 5 104 
H.J 22 17 26 20 21 23 17 12 16 175 
L.J 66 50 45 52 34 37 31 18 12 4 349 
T.J 23 27 26 26 27 24 19 11 9 3 195 
S.P 35 31 40 45 42 31 34 28 20 5 2 313 
D.T 24 28 36 43 44 39 31 24 17 6 293 
J.T 27 30 27 33 33 26 20 15 12 3 226 
H.T 14 10 14 21 16 12 21 15 8 2 134 
DECA 29 22 19 22 18 16 4 5 4 139 
W.P 14 8 13 11 1 10 11 9 4 91 
w 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 T 
10伽n 29 38 48 50 36 29 14 16 4 4 268 
200m 22 29 26 33 25 19 10 11 3 3 181 
400m 12 13 10 16 11 1 7 5 3 3 91 
800m 13 21 20 18 5 1 8 2 2 3 104 
150伽n 14 19 15 13 11 10 12 4 2 3 103 
50∞m 16 36 26 26 17 16 13 3 2 156 
10000m 10 5 13 16 9 4 5 2 2 66 
80mH 12 13 12 7 5 3 52 
loomH 7 7 
300mH 7 4 4 2 17 
4∞mH 9 5 3 17 
2oo0mSC 4 3 2 4 5 2 21 
1OKmC.C 31 41 60 55 23 14 1 5 2 242 
500伽nTW 5 8 21 19 8 9 15 5 5 2 97 
10ま郎氏w 6 6 19 10 ? 5 14 4 3 75 
MARATON 105 201 159 118 67 15 ? 2 674 
P.V 4 4 3 4 5 2 23 
H.J 7 4 11 16 15 9 6 3 72 
L.J 14 15 18 20 7 7 4 86 
T.J 9 4 6 10 15 9 4 2 2 62 
S.P 21 21 27 33 30 17 21 1 6 4 191 
D.T 12 20 16 22 19 18 19 1 6 144 
J.T 13 20 13 18 22 1 14 9 4 125 
H.T 6 13 8 20 s 10 8 5 5 84 
H韮PTA 12 6 8 8 4 5 3 46 
W.P 5 10 8 8 3 5 5 5 4 54 
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生涯スポーツとしての中高年者の国際競技会について(3 ) 
Table 4. Results 4.成 績
Country 1: M W 2:M W 3 :M W 
参加者の多数と成績は，比例の関係にあって当
然である。開催国の日本は，参加者が表1のごと
AFRICA I 
14; 4 10 
く最も多いのでその点から好成績を収めている.
South Africa I 23: 6 17 12: 5 7 
但し，女子の部だけでみたら独が最も良い.続い
ASIA て日本である.米，英が同数で続いている.優勝
Japan 89 54 35 89 : 61 28 99 : 60 39 の数でみたら，成績は一部の国・地域に片寄って
India 2 2 
Indonesia O いる.日本とアメリカで3割を占めている.独・
Hong kong 2 2 2 2 英・オーストラリアを加えた 5ヶ国で6割を占
Chinese Taipei 
め，南アフリカ・スェーデンを加えた7ヶ国で全Korea 
Philippines 体の7割を占めている.
Singapore 開催国の成績はその時の参加者に大きく影響さ
N&C. れるが，他の国は海外遠征の為ほぼ定まっている
AMERICA とみて良い.ヨーロッパの成績が良く，北米の米
United States 72 ~ 47 25 59 ~ 37 22 46:2422 
Canada 15 6 9 110 4 6 8 2 6 -カナダ，オセアニアのオーストラリア・ニュー
Trinidad & ジランド，南アフリカと限定されている.アジア
Tobaco 3 2 地区は，全体的に成績が上がっていないと言える.
Mexico 2 2 2 2 
OCEANIA 
34 : 18 16 
5.大会運営上の諸問題
Australia 40 : 16 24 28 : 18 10 
大会の実施種目をみると，現役の競技会に準じNewZealand 13: 3 10 8: 1 7 11: 2 9 
て，陸上競技の全種目が実施されている.数多く
EUROPE の人を競技に推める意図もあろう.若人と比較しGermany 68 24 33 
Great Britain 38 14 10 て，身体的負担の軽減が配慮されているのは，障
Sweden 22 4 5 害防止等で好判断である.距離の短縮で 110mH
Finland 17 12 7 
Italy 13 5 2 が 100m.80mへ， 3000m障害物が2000mへ，砲
Portugal 9 6 O 丸・ハンマー・円盤・槍は，年齢によって重量を
Belugium 9 7 軽くしている.Swaziland 7 2 
Holland 6 2 3 女子種目としては，若い現役の競技者にも実施
Austria 6 3 されていない 2000m障害物，最近奨励されだし
France 5 6 
Norway 4 3 4 た棒高跳び・ハンマー投がある.三段跳も実施さ
Russia 4 5 れだして日が浅い.ましてや，ベテランズの選手
Denmark 3 2 3 は未体験で参加する事になるので，その心意気にSlovenia 3 2 
Czch Republic 2 4 感心させられる.これらの種目に，参加者の少な
Estonia 2 2 いのも無理からぬ事である.男子 10種競技女子
Poland 
Spain 3 2 7種競技は，競技の特質は同じ故に，男女に全く
Slovakia 同じ種目が実施されている.
Ireland 
男子に比べて，制限のあった女子競技種目であCroatia 
Hungary 2 5 るが，中高年者の大会ではその壁を取り除くべく，
Ukraine 若人の大会にさきがけて実施していると言える.
Turkey 
大会期間が 1 日間と，すでに大規模になって
S. AMERICA いるが，参加の意思がある者は全て受入れる，理
Brazil 7 5 7 
想的な姿勢との問題もある.一社会人として 11Colombia 2 
Chile 4 日間，家庭・職場を留守にするのは，困難な事で
Argentina 2 もある.各自の出場種目中心に，数日間の参加を
Guyava 2 
すれば良いのであるが，開催国日本の選手は簡単
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〈塩満)
にできても，外国選手で拭ツアー等の旅糧を組んでくるので容易にはできない.開会式・閉会式・大会途中の擢
物と，できるだけ多くの競技者に参加して欲しい主催者の意図もあろう.競技日韓も膨らみすぎぬ様に意関した
いものである.1000伽nのトラヅグ期間では実力の濯いで苦言雑してしまう.時間差でI位と最後尾の葉がM55で
30分53秒， W65で31分51秒も開いている.事前に実力を申告して組み分けでは間程震の力の者が同じ組にな
る横に工夫はされている.2.3周の遅れとなると，役員の確認の努力は並大抵で、はない.競技者も，ゴールを間
違えそうになるケースも多々克受けられる. l0000m以上は， ロードレースカミクロスカントリーに接収して良い
のではないかと患う.一方通行か折り返しのレース院したら，頼位判定上の関難さは解消される. トラックの周
囲で，上位下位が入り交じるとレースとしての興味も削がれる.長距離走者年ら，同じ場所を何回も走るより県
景の変化を感じて走やすこし、と患っている.
6.結論
中高年者の世界鶴上競技選手権大会を課査検討し，以下の事が現議広之立った.この大会は2年に 1回開催され
ることになって 10留と日も浅いのであるが， 71ヶ麗 12057人と全世界への普及は早い.ただし先進国と言われ
る毘を中心として，開擢地時本・ヨーロッパ・北米・オセアニアの参加が多い.尚，過去の大会に比較すると
2.5信増と突出している.これは開催関自本の急激な増加で，中でもマラソン・グロスカンドリーの参加に集中
している.中高年者を対象とする行事には，生活の余務，文化の糧度等その膏農が大きく影響しているので，生
活力向上によって，参加者・参加酷の増加を議みたい.
どの年代が参加し易いか年代別の参加者をみると男子では40藤代が最も多い.職務上多忙な年代，家庭にお
いても負担のかかる年代である事を考えるとその上で鍵康に留意する余絡をもてて翠ましい.後年代の進かにつ
れて減少している.女子では， 40歳代・ 6 蔵代・ 50歳代で続いてお蔵代となり，後年代が進と共に減少して
いる.35歳代までは宵児ー学童期の子供を提える為，家騒における役割が影響している.
種目加の参加者をみると長距離走のマラソン・クロスカントリーが多く，短距離走・中距離走‘投てき・跳騒
となっている.身体に絵々拡制裁を加える長距離種目が多いので，鍵廉の追求として，望ましい領向であると患
われる.競技成績をみると，関能地日本と米・カナダ・独・英・スウェーデン・フィンランド・イタリア・オー
ストラリア・ニュージーランドの成績が良い.
この大会の最終目的は単に記鋸・成績の争いだけではなく，中高年者に，寵康・生きがいの場を提供すること
で，人間性の国後-発見となる事である.全入額が生活上の余擦をもってこの種の大会に意義・{闇値を見い出し
て，その恩恵を事受できる様になって欲しい.
1) 撞満勝麿
2) 猪鰐道夫
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